
石川工業高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 応用物理ＩＩ
科目基礎情報
科目番号 16860 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 電子情報工学科 対象学年 5
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 戸田盛和「熱・統計力学」（岩波書店）
担当教員 山田 健二
到達目標
１．熱力学の諸法則を理解し，説明できる。
２．熱力学の諸法則を用いた計算ができる。
３．内部エネルギーを理解し，熱と仕事の関係を説明できる。
４．熱量，仕事，効率の計算ができる。
５．エントロピーを理解し，計算できる。
６．熱力学の関係式を理解し、計算できる。
７．気体分子の振る舞いを理解し，説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
到達目標
項目 1, 3

熱力学の諸法則を理解し説明でき
る

基本的な熱力学の諸法則を理解し
説明できる

基本的な熱力学の諸法則を理解し
説明できない

到達目標
項目 2, 4～6 熱力学に関する計算ができる 基本的な熱力学に関する計算がで

きる
基本的な熱力学に関する計算がで
きない

到達目標
項目 7

気体分子の運動について説明でき
る

基本的な気体分子の運動について
説明できる

基本的な気体分子の運動について
説明できない

学科の到達目標項目との関係
本科学習目標 1 本科学習目標 2 本科学習目標 3
創造工学プログラム A1 創造工学プログラム B2専門(電気電子工学&情報工学)
教育方法等

概要
工学の基礎を理解するためには，初等的な物理学の知識が不可欠である。授業では熱力学の諸法則を中心に学ぶ。専門
的知識を身につけるために演習を多く取り入れて，技術者として必要な基礎学力を養い、演習問題によって課題の解決
能力も養う。また社会的な環境に配慮した課題にも取り組む。

授業の進め方・方法
教科書に沿って進め，熱力学の諸法則，エントロピー，気体と分子について学ぶ。
【事前事後学習など】到達目標の達成度を確認するために，課題を与える。
【関連科目】応用物理I，電子材料

注意点
予習と復習に努めること。 課題は必ず提出すること。
【評価方法・評価基準】成績の評価基準として60点以上を合格とする。
中間試験（４０％），期末試験（４０％），課題または小テスト（２０％）

テスト
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 温度と熱 温度と熱の関係を説明できる
2週 熱力学第１法則（１） 熱力学第一法則を説明できる
3週 熱力学第１法則（２） 比熱について説明できる
4週 熱力学第２法則 カルノーサイクルおよび熱力学第二法則を説明できる
5週 エントロピー エントロピーおよびその変化を説明できる
6週 熱力学的関係式（１） 熱力学的関係式を説明できる
7週 熱力学的関係式（２） 熱力学的関係式を示すことができる
8週 熱力学演習（１） 熱力学に関する基本的な計算ができる

2ndQ

9週 気体と分子（１） 気体分子のエネルギーを説明できる
10週 気体と分子（２） 気体分子の比熱について説明できる
11週 気体分子の分布確率（１） 気体分子の分配方法を説明できる
12週 気体分子の分布確率（２） マクスウェルの速度分布則を説明できる
13週 気体分子の分布確率（３） 気体分子の分布確率を説明できる
14週 熱力学演習（２） 熱力学に関する基本的な計算ができる
15週 前期復習
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 80 0 0 0 20 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 0 0 0 20 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


